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（
ご
筑
前
一
般
及
地
誌
に
開
す
る
も
の

（
著
書
）

筑
前
國
城
風
土
記

筑
前
固
縦
風
土
記
抜
菩

筑
前
志
略

筑
前
名
寄

筑
前
固
淑
風
土
記
附
鋒

筑
前
國
縦
風
土
記
拾
遺

筑
前
志
（
太
宰
管
内
志
の
一
部
）

筑
前
准
風
土
記

筑
前
雑
徴

筑
前
蒋
志
略

澗
岡
縣
地
誌

筑
紫
路
名
寄

筑
前
志

筑
前
園
硯
昔
秘
笈

葹
岡
啓
藩
志

郷
土
史
料
目
録

I

、

郷
土
史
料
目
録

1

ケ

（
第
一
近
世
に
於
け
る
筑
前
學
者
の
筑
前
研
究
）

1

（
著
者
）

貝
原
金
軒

同同同（
蜘
噸
緋
癖

青
柳
種
信

伊
藤
常
足

同同末
、
水
茂
世

同
帆
・

司

祇
本
誠

長
野
誠

同

,.｡

－
穂
岡
啓
藩
志
稿
同

禰
岡
明
頁
啓
藩
志
↑
同
、

頑
岡
明
瓦
啓
藩
志
稿
同

筑
前
早
鑑
（
・
一
名
筑
剛
固
喪
鑑
）
末
永
虚
舟

筑
前
地
志
圃
會
（
故
江
藤
正
澄
翁
所
蔵
）
加
藤
虞
山

筑
餉
地
理
小
誌
・
海
妻
甘
藏

（
森
政
太
郎
箸
「
筑
前
名
家
人
物
誌
」
中
の
「
直
繩
」
が
輝
に
其
の
著

書
と
し
て
戦
せ
れ
ろ
「
筑
前
地
誌
略
」
と
は
此
の
事
な
る
か
未
詳
）

筑
前
往
来

筑
紫
路
知
草
・
Ⅲ
・

筑
前
圃
中
萬
琵
菱
屋
利
右
衛
門

筑
前
名
所
圖
含
（
十
審
×
櫛
田
家
所
藏
）
奥
村
玉
蘭

○
筑
前
全
固
廻
村
日
記
三
十
巻
佐
伯
維
幹

》
（
但
し
こ
れ
は
前
記
「
筑
前
名
家
人
物
誌
あ
「
維
幹
」
・
の
條
に
掲
げ

峠
．
た
る
の
み
に
て
未
見
）

筑
前
図
塑
舸
固
証
形
和
益

蒋
藩
周
里
騨
島
喚
並
山
岳
高
サ
調一

○
七

（
筑
前
部
）

1

「



郷
土
史
料
目
録

伏
敵
麓
山
田
安
榮

祁
縣
鵬
地
理
桑
誌
臼
井
淺
夫

派
岡
鵬
史
稲

禰
岡
蝦
叢
誌
早
川
方
明

禰
岡
聴
全
誌
古
川
勝
隆

禰
岡
縣
地
誌
提
要

禰
岡
縣
土
史
話
藤
野
磯
雄

祠
岡
縣
史
談
．
野
口
媛
太
祁

禰
州
蛎
治
嬰
禰
岡
蛎
鹿

流
岡
往
来

。
・
ｒ
唖
や
・
０
Ｆ

太
宰
管
内
志
伊
．
藤
・
常
・
足

×

（
参
考
〕

筑
陽
記
、
：

地
誌
目
録
「
河
田
熊
著
」
の
西
海
遁
の
部

禰
岡
蛎
學
術
研
売
旅
行
報
告
番
史
學
雑
誌
、
第
二
五
號
三
巻

郷
土
史
年
表
正
岡
畷

西
海
雑
志
三
肘

筑
紫
諺
一
冊

西
海
諸
固
船
路
記
一
冊

西
海
艘
歎
瓠
寛
文
七
年
一
冊

西
間
道
中
記
一
冊

１
１
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｄ
‐
１
１
８
０
１
●
Ⅱ
１
１
，
１
１
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
Ⅱ
ｌ
『
６
０
０
１
１
■
■
■
且
■
■
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
酬
■
ｑ
Ｉ
Ｉ
ｑ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
’
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
１
１
０
１

１
１
１

１

（
二
）
郡
市
町
村
誌

滝
役
郡
誌

遼
侭
鞍
手
雨
郡
記
事

朝
倉
郡
史
年
表

嘉
穂
郡
誌

榊
屋
郡
誌

早
瓦
郡
誌

糸
島
郡
誌

糸
島
郡
案
内

企
救
郡
誌

○
宗
像
春
秋
（
皆
未
成
）

○
酉
海
勝
斑

宗
像
郡
風
土
記
（
元
雄
十
四
年
×
往
軒
全
集
〕

宗
懐
記

宗
像
記
追
分

博
多
記
．
・

抑
多
古
説
拾
遼

宗
祇
筑
紫
逝
記
・

＊

（
雑
誌
〕

筑
紫
の
語
源
に
つ
い
て
（
謝
酬
辨
錘
一
號
）

一
○
八

鶴
田
白

熊
本
敬

貝同鵡佐 島
田
寅
次
即

嘉
穂
郡
役
所

輔
屋
郡
役
所

糸
島
郡
役
所

糸
島
郡
救
育
會

遠
変
郡
、
役
所

中
烏
利
一

原
益
軒

原野

碩
堅糸Ｉ

ＩＩ
ｌ
ｌｊ

卿反 齊彦 耶



石
城
志

石
城
遺
聞

迫
鯉
松
山
遺
事

博
多
湖
腱
館
考

○
荒
津
潟
落
葉
の
錦

鵡
城
起
源

○
故
郷
物
語

博
多
物
語

祠
岡
市

派
博
誌

（
参
考
）

宗
湛
日
記

博
多
紐
博
愛
録

×

太
宰
府
考
（
太
宰
府
群
藏
）

太
宰
府
考
（
紀
州
家
葵
文
庫
）

太
宰
府
徴

太
宰
府
史
鑑

太
宰
府
史
鑑
草
稲

太
宰
府
奮
批
碑
銘

太
宰
府
自
治
史

太
宰
府
紀
念
編

癖
土
史
料
目
録

上
野
勝
從

青
柳
種
信

伊
術
雅
足

癩
嫉
謙
蝿
郵

江
烏
茂
逸

魂
井
南
冥

古
川
勝
隆

江
島
茂
逸

宗 竹
田
雅
弘

情
原
伊
勢
雄

伊
東
尾
四
郎

津
田
元
批

山
崎
藤
四
郎

同長
野
種
正

江
島
茂
迦

岡
澤
三
中湛

（
三
）
地
名
及
史
蹟
の
研
究

久
米
皇
子
山
陵
考
・
宮
崎
元
胤

「
幣
物
餘
語
」
の
内
の
「
魏
銅
雀
鑿
迩
趾
」
貝
原
往
軒

背
振
山
記
同

筑
前
國
中
古
城
之
礎

筑
前
聞
中
古
城
趾

筑
前
鞭
風
土
記
古
戦
場
目
錘
．

宗
彼
右
繩
記
青
柳
種
信

田
島
石
純
附
言
』
梶
原
環
臣

宗
像
阿
彌
陀
經
石
銘
考
・
古
野
充
則

（
鋪
峰
礎
石
繩
の
研
究
は
長
沼
敦
捜
、
西
岡
虎
之
助
氏
等
の
研
究

赫
代
帝
都
考
挟
間
畏
三

一
○
九

太
宰
府
名
所
誌

太
宰
府
め
ぐ
り

小
倉
市
史
（
塑
前
な
れ
ど
も
参
考
ま
で
）

若
松
市
誌

悲
祁
地
村
誌

田
島
沿
革
史

宇
瀕
地
理
考

鞍
手
郡
直
方
蒋
考

和
田
泰
晃

醗
饒
甘
露

宮
崎
大
門

舌
間
宗
益

松
尾
光
淑

伊
東
尾
四
郎

同若
松
市
役
所

’



！

喝

郷
土
史
料
目
鋒

耶
蛎
蜑
鬮
探
見
記
ゞ
，
．
‐

筑
紫
青
家
老
青
柳
諏
傭

屯
田
屯
倉
始
末
．
‐
伊
藤
・
常
足

金
石
年
表
”
．
西
田
直
餐

那
珂
郡
住
吉
大
井
手
之
碑
（
元
陽
）
高
場
．
乱

禰
岡
縣
碑
誌
（
筑
前
之
部
）
荒
井
川
夫

癖
酔
筑
前
怡
土
城
蒋
跡
誌
‘
小
田
部
隆
叙

筑
前
脚
上
坐
郡
志
波
村
烏
山
由
来

名
胎
古
城
之
脳

耐

柄
青
柳
付
史
戦
淺
島
武
幹

筑
前
古
城
記
（
未
詳
）
変
永
七
年
一
冊
ｆ

へ
．
筑
紫
小
戸
砿
砿
考
宮
崎
大
門

。
↑
，
‐
↑
＊

（
雑
恥
誌
〕

太
宰
府
史
砿
梗
概
（
筑
紫
史
談
第
一
染
）
高
原
謙
女
郎

、
大
野
築
城
の
起
閃
及
迩
跡
（
同
第
一
集
〕
武
谷
水
城

霧
限
れ
せ
ろ
大
野
城
（
同
第
一
集
）
森
弘

糀
陸
屯
倉
（
同
第
二
集
）
藤
．
井
甚
太
郎

伊
都
蛎
主
及
怡
土
城
に
就
て
（
同
第
二
集
）
上
原
和
光

王
代
筑
紫
騨
路
雑
考
（
同
第
四
集
）
藤
井
甚
太
郎

高
橘
細
迩
の
義
烈
と
岩
屋
城
の
迩
埖
（
同
第
五
集
）
武
谷
永
↓
城

懐
真
親
王
の
半
面
と
太
宰
府
（
同
第
六
集
）
同

1

一
一
○

日
本
最
一
初
の
外
固
人
居
罰
地
と
筑
前
輔
崎
〔
同
第
七
集
〕

児
［
川

耶
賜
垂
國
卑
彌
呼
と
女
山
（
同
第
七
集
）
渡
邊
村
男

煙
艮
親
王
の
御
事
賊
に
闘
竺
一
三
考
（
同
第
七
集
）
飯
島
茂

元
冠
誠
滅
地
と
筑
前
今
津
（
同
第
十
集
）
武
谷
水
城

菊
地
寂
阿
事
肢
考
誰
（
同
第
十
一
、
十
四
集
〕
中
烏
利
一
耶

集
前
朝
倉
の
三
聖
践
（
同
第
十
三
、
十
四
集
）
武
谷
水
城

水
城
大
堤
の
長
さ
と
高
さ
（
同
第
十
四
集
）
同

怡
土
城
趾
に
閑
す
る
所
見
（
同
第
十
五
集
〕
江
口
鋲
白

輔
倉
志
波
考
〔
同
第
十
五
集
）
中
品
利
一
耶

三
れ
ぴ
懐
良
親
王
の
御
事
蹟
に
就
て
（
同
第
十
六
集
）
‐
・
飯
島
茂

怡
土
域
批
（
同
第
十
九
集
）
笠
敬

糟
陸
屯
倉
之
泄
趾
と
榊
屋
郡
駕
奥
丁
池
と
の
由
来
（
同
第
二
十
集
）

哩
原
清
種

漉
茅
湾
考
（
同
第
二
十
集
）
川
本
逢

立
花
城
趾
と
立
花
の
名
稲
（
同
第
二
十
二
集
〕
．
武
谷
・
水
城

金
田
城
考
（
同
第
二
十
一
、
二
十
二
集
）
川
本
・
〆
逵

筑
前
糸
島
郡
に
於
け
る
來
目
皇
子
の
御
遺
跡
（
同
第
二
十
三
集
〕

〃
ｐ
４
ｒ
リ
ユ
瓦
タ
日

武
‐
‐
谷
水
城

古
虚
山
周
閲
の
史
蹟
（
同
轆
二
十
三
、
二
十
四
集
）
前
田
正
好

多
々
頁
山
東
に
於
け
る
元
冠
防
塗
の
有
無
に
就
て
（
同
第
二
十
五
集
）
‐



（
四
）
家
譜
傳
記

武
谷
水
城

國
分
寺
建
立
と
筑
前
圃
分
寺
附
閏
分
式
竃
趾
（
同
第
二
十
六
集
）

同

椰
大
津
と
長
津
宮
（
同
第
二
十
六
集
）
中
島
利
一
耶

沸
祁
宮
考
（
同
第
二
十
五
、
二
十
六
集
）
川
本
。
．
逹

測
陸
郡
相
島
に
於
け
る
黒
田
家
の
朝
鮮
信
使
接
待
（
同
第
二
十
八
集
〕

藤
井
雀
太
郎

鞍
手
郡
名
起
原
考
（
同
第
三
十
三
集
）
水
田
動

日
本
鐘
一
利
の
築
城
橡
城
と
其
の
遺
趾
（
同
第
三
十
九
集
）武
谷
水
城

太
宰
府
走
中
心
と
す
る
圃
防
築
城
（
同
第
四
十
六
集
）

竹
内
楽
喜

今
古
多
勿
瓦
演
邊
の
位
澄
に
就
て
（
同
第
四
十
八
集
）
『塑
原
清
種

水
城
史
槻
（
同
第
四
十
九
五
十
集
）
武
谷
水
城

筥
崎
宮
境
内
の
唐
船
塔
と
報
恩
孝
光
禅
寺
趾
（
同
第
五
十
集
）

筑
紫
頼
定

筑
前
に
於
け
る
薬
間
（
同
諏
四
十
八
集
〕
脇
田
寅
次
郎

筑
紫
平
野
の
特
殊
な
人
文
（
歴
史
と
地
理
二
十
巻
三
號
）
瀝

金
・
尾
宗
卒

郷
土
史
料
目
録

黒
田
家
譜
‐
貞
亨
四
年
貝
原
盆
軒

黒
田
系
圖
天
和
元
年
同

黒
田
記
略
元
稗
七
年
同

黒
田
系
譜
略
記
附
家
臣
傳
同
‐
‐

黒
田
家
御
系
譜
石
松
元
敬
富

黒
田
年
譜
‐
・
・
・
・
‐
能
勢
．
噸
・
寅

黒
田
家
略
系
囮
、
・
１
林
“
次
敏

黒
田
家
繼
鑑
松
岡
茂
信

雨
間
武
鑑
、
ゞ
河
・
村
潟

遠
藤
家
系
譜
江
島
茂
逸

喪
家
三
谷
氏
略
系
譜
筑
紫
史
談
會
編

笠
家
々
譜
笠
鑛

（
参
ゞ
老
〕

京
城
の
軍
議
に
閲
す
る
黒
田
家
譜
の
記
事
の
錆
簡
と
・

軍
議
の
昨
日
（
史
學
雑
誌
第
二
五
絵
，
三
〕
池
内
廣

×

筑
前
名
家
人
物
志
森
‐
、
政
太
郎

禰
岡
藩
儒
略
博
（
筑
紫
史
談
連
載
）
古
川
・
噸
勝
隆

禰
岡
縣
蛎
行
奇
特
蒋
事
蹟
同

耐
岡
縣
名
勝
人
物
誌
禰
岡
縣
臨
編

朝
倉
郡
郷
土
人
物
誌
朝
倉
郡
教
育
會
編

禰
岡
藩
儒
林
博
・
石
松
元
叩
啓

一
一
一

I



、
郷
土
史
料
目
錐

筑
前
団
名
家
誌
略
考

人
物
考
（
筑
前
名
家
人
物
誌
に
劣
る
〕

先
有
功
人
名
撮
書

源
岡
縣
先
哲
購
位
者
略
傳

黒
田
先
公
忠
義
博

「
自
娯
集
』
、

朝
野
雑
戦
・

黒
田
家
臣
由
來
記
元
燕
四
年

黒
田
忠
之
公
譜
元
緑
十
六
年

黒
田
如
水
博
・

黒
田
一
筆
老

黒
田
長
沖
公
傳

臼
井
亘
迩
難
遥
跡

九
州
篭
將
軍
記

從
二
位
華
戊
老
公
略
傅

黒
田
如
水

御
家
人
先
祁
由
來
記

武
陽
鍍
話
‐

黒
田
家
々
臣
由
緒
醤

黒
田
長
政
御
法
令
三
ケ
條
廣
義

來
島
恒
喜

菅
公
略
傳
．

長
野
誠

古
野
祢
：
峯

原
田
大
臓

（
脅
津
の
人
文
政
年
間
）

頑
岡
縣
教
育
令

貝
原
盆
軒

同同同
・
同金
子
堅
大
耶

江
島
茂
逸

香
月
恕
經

江
島
茂
迦

彦
城
山
人

江
島
茂
逸

頑
本
城

貝
原
金
軒

高
田
軍
基

麹的花

井野房

昭半正

陽介恒

一
一
一
一

錠
軒
全
菜
盆
軒
全
集
刊
行
會

盆
軒
先
生
日
暦
貝
原
好
右

盆
軒
先
生
年
譜
同

家
庭
に
於
け
る
貝
原
益
軒
伊
東
尾
四
郎

貝
原
盆
軒
翁
の
學
間
の
民
衆
化
（
頑
岡
縣
人
第
七
経
露
十
一
號
）

中
島
利
「
即

金
軒
先
生
の
御
塞
（
右
同
〕
藤
井
甚
太
郎

筑
前
丈
學
竹
田
氏
歴
代
墓
表

鐸
大
壁
金
玉
集
古
夜
克
己

江
島
茂
逸
雑
纂
（
彼
の
論
文
集
の
稿
本
〕
江
島
茂
逸

言
道
翁
全
集

永
松
毅
先
生
略
傳
杉
山
茂
丸

校
舎
全
集
西
山
直
養

仙
浬
蝉
師
遺
墨
集
富
田
凌
仙

騨
月
極
詩
集
戯
榮
和
尚

附
言
、
諸
家
の
詩
丈
集
。
日
記
等
は
次
溌
に
譲
る
・
へ
し

（
先
哲
遺
稿
録
）
源
岡
縣
人
第
五
経
第
五
雛
藤
井
笹
太
郎

一
、
宇
禰
地
理
考
宮
崎
大
門

儒
侠
鐘
井
南
某
高
野
江
鼎
湖

家
學
小
言
鐘
井
昭
陽

平
尾
山
註
記
（
赫
輌
癖
塞
織
澤
》
鐸
華
鐙
）
春
山
壱
次
郎

野
村
望
東
尼
傳



山
路
す
が
子

故
杉
山
茂
丸
先
生
教
育
功
績
碑
建
設
執
告
書

野
聖
桃
水

桃
水
郡
師
博

轆
癖
鉦
宗
桃
水
和
筒
傳
、

鬼
木
庄
太
夫
忠
精
通
筆

栗
山
大
鵬

栗
山
大
勝
記

栗
山
大
鵬
僻

箱
崎
釜
破
故

函
諫
争
王
女
花

筑
紫
熱
血
前
鮪

十
六
志
士
略
傳

専
多
岡
剪
卒
殉
難
遺
跡

間
朝
諫
評
録

加
藤
司
辨

九
州
勤
王
の
花
加
藤
司
書

附
正
五
位
加
藤
司
諜
概
傳

平
野
剛
臣
佛
記
及
泄
稲

平
野
剛
臣
俳
（
筑
前
志
士
博
の
内
〕

平
野
閲
臣
博

平
野
凹
臣
濟
稗
丈
及
小
傳

郷
土
史
料
目
録

平

石春長野江中加藤江櫻野新添江

津山 園 ′ 藤育野鳥‘鳴野司井烏山土庄田島審 同嘉 慶

泌次 鴬茂紫顯蹴茂志三士楠茂彰
圃耶誠編迩葉竹齊逸含耶鯆潟逸

甲
斐
信
夫

小
林
庄
三
郎

宮
崎
喪
右
術
門

杉
山
茂
丸

稗
面
Ⅲ

海
斐
甘
識

祀
本
誠

図
士
模
範
平
野
間
臣
簿

平
野
叫
臣

玄
洋
祗
史

巨
人
頭
山
浦
翁

明
万
大
勝
俳

知
原
定
吉
瀦
雌
俳

商
人
蝿
鑑
博
多
三
傑
僻

鐘
崎
三
郎
蒋
迩
跡

烈
士
の
面
膨
飾
崎
三
郎
癖

藤
井
九
成
紳
略
傳

雷
田
彌
三
郎
概
歴

鴫
呼
高
橋
徳
次
郎

癖
舜
赫
繩
金
子
オ
吉
縛
‐

白
洲
燈
聖
の
甦
設
満
岩
松
助
左
術
門
翁

菩
薩
的
活
動
之
人
故
木
戸
直
教
翁

林
元
武
事
餓
番

穂
波
郡
中
村
孝
子
好
平
俳

三
烈
蹄
僻
（
文
政
三
年
十
月
〕

新
締
列
婦
報
儲
記

鳴
呼
繰
法
殉
教
師
來
歴

仙
涯
和
尚

松
永
花
迩

／

）
一
一
一
一

同

流
間
縣
教
育
會
小
倉
支
含

筒
井
省
吾

竹
田
定
直

清
水
右
術
門

（
行
悪
）
明
石
酉
軒

同江
島
茂
逸

三
松
荘
一

春
山
育
次
郎

藤
本
問
則

杉
山
茂
丸

池
原
脈
之
助

江
脇
茂
逸

中
村
綱
治

納
戸
廉
之
助

禰
岡
縣
教
育
含
門
司
支
含

大
熊
淺
次
郎

今
田
富
部

天主

民税 ‐
１
１
脚
四
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
則
１
１
０
１
４
４
■

〆

」



、

郷
土
史
料
目
鋒

詠
澗
蝉
阿
正
博
頼
裏

烈
女
政
傳
．
、
背
柳
種
信

。

ｒ

》

Ｌ

宗

像

蓮

徳

集

野

口

美

遥

筑
前
孝
子
瓦
民
博
佐
谷
俊
直

同
後
縮
竹
田
定
冥

孝
子
冥
民
僻
竹
田
春
応

筑
紫
野
民
諏
集
及
川
儀
右
術
門

日
子
由
義
僧
僻
江
胤
茂
逸

孝
子
正
助
傅
同
祁
迩
竹
田
定
直

孝
子
正
助
之
惚
松
田
敏
定

‐
（
雑
誌
〕

筑
前
勤
王
の
源
流
（
筑
紫
史
談
第
一
集
〕
郡
葆
涼

勤
王
家
と
し
て
の
蝿
井
南
冥
（
同
第
二
集
）
商
野
江
鼎
湖

憩
井
畢
派
に
開
す
る
事
跡
一
班
（
同
莱
一
集
）
山
田
方
紫

望
束
尼
と
藤
四
郎
代
（
同
）

菊
地
寂
阿
公
五
百
年
祭
の
詩
歌
（
同
）

二
川
松
薩
先
生
の
今
様
（
同
〕

筑
前
勤
王
の
源
流
除
論
（
同
第
二
集
）
郡
葆
涼

孝
孑
彌
四
耶
の
事
肢
に
就
て
（
同
第
二
集
）
山
田
方
紫

高
山
正
之
迩
聞
（
同
第
二
集
）
高
原
謙
次
・
郎

栗
山
大
膳
が
主
舞
忠
乙
に
上
り
し
諌
言
番
（
同
莱
二
集
）

鎚
井
南
冥
昭
陽
と
聿
脚
木
趣
藤
（
同
第
三
集
）
高
野
江
鼎
湖

一
一
四

栗
山
大
膳
記
傅
（
同
第
三
、
四
集
）
郡
葆
涼
０

南
冥
昭
陽
著
諜
目
次
（
同
第
三
集
〕
高
野
江
鼎
湖

答
問
十
紫
に
就
て
三
氏
の
來
學
（
同
第
三
集
〕
同

梶
原
最
熈
那
紙
（
同
第
四
集
）
中
脇
利
一
郎

上
野
勝
從
翁
の
繩
歴
に
就
て
（
同
第
五
集
）
津
‐
田
利
夫

南
冥
と
昭
陽
の
著
作
（
同
第
六
集
）
高
野
江
鼎
湖

長
野
芳
齋
（
同
第
六
菜
）
郡
葆
涼

平
野
國
臣
遺
半
（
同
第
七
集
）
中
脇
利
一
郎

大
内
毛
利
二
氏
の
北
九
州
干
渉
に
就
て
（
同
第
七
集
〕
伊
藤
尾
四
郎

再
ぴ
憧
瓦
親
王
の
御
事
砿
に
就
て
（
同
第
九
集
）
飯
島
茂

栗
山
大
膳
記
傅
の
一
節
に
就
て
（
同
第
十
一
集
）
山
田
新
一
郎

故
高
原
論
と
平
野
図
臣
（
同
第
十
一
集
）
武
谷
水
城

太
宰
府
祁
吐
と
黒
田
如
水
公
と
の
関
係
（
同
第
十
二
集
）小
野
隆
助

黒
田
長
興
公
の
脊
翰
に
就
い
て
（
同
第
十
二
集
〕
山
田
新
一
郎

寄
託
之
臣
井
手
伊
明
（
同
第
十
二
集
〕
武
谷
水
城

葡
祁
岡
滞
久
野
外
記
傅
（
同
鞆
十
四
、
十
五
集
）
郡
葆
涼

源
間
藩
儒
博
略
（
同
第
十
五
集
〕
古
川
勝
隆

筑
前
の
固
畢
と
青
柳
種
信
ハ
同
舜
十
六
、
十
七
集
）
武
谷
水
城

新
に
稜
見
せ
る
伊
能
忠
敬
筑
前
測
量
浩
時
の
文
献
（
同
第
十
七
集
）

前
田
正
好



｜
’

郡
葆
振
略
傳
（
同
等
十
八
集
）
武
谷
水
城

土
井
正
就
と
大
倉
禰
刑
（
同
第
一
千
一
集
）
林
正
訓

黒
田
侯
と
ツ
ー
ポ
ル
ド
（
同
第
二
十
四
集
）
伊
東
足
四
郎

・
グ
９
草
凸
■

外
交
僧
と
し
て
の
規
伯
支
方
（
同
難
二
十
町
集
〕
中
脇
利
一
耶

燐
瀬
家
の
記
録
に
現
ば
れ
た
ろ
蝿
井
派
の
人
々
（
同
第
二
十
五
菜
〕

伊
虹
足
四
郎

菫
鍵
黒
副
長
沖
公
京
都
胴
旋
始
末
（
同
錐
二
十
六
集
）
藤
井
甚
太
耶

禰
岡
蒲
勤
王
誌
の
淵
源
（
同
第
二
十
九
集
）
司

山
崎
藤
兵
術
事
蹟
（
同
）
伊
東
尾
四
郎

黒
川
長
博
公
大
賊
谷
回
飛
の
事
怖
（
同
第
二
十
ｍ
集
）
藤
井
雀
太
郎

垂
鍵
正
説
公
茨
卿
筑
前
下
向
の
事
怖
（
同
第
二
十
五
集
）同

金
子
オ
吉
事
蛾
（
筑
紫
史
談
第
三
十
集
〕
大
熊
没
次
郎

立
花
曜
請
（
同
第
三
十
三
、
三
十
四
集
）
春
山
青
次
郎

孝
弟
烈
女
脹
瀬
代
（
同
第
三
十
五
集
）
武
谷
水
城

兜
王
塚
那
餓
（
同
第
三
十
五
蕊
）
伊
東
足
四
郎

秋
月
藩
政
と
間
小
四
郎
（
同
錐
四
十
菜
〕
同

朧
人
明
お
行
迩
の
小
傅
（
同
第
四
十
集
〕
森
政
太
郎

夫
卿
癖
家
の
名
か
貢
は
さ
れ
れ
る
黒
川
長
沖
公
（
同
酔
栖
寸
蝉
）
・

春
山
青
次
郎

郷
土
史
料
目
録

1

1

1

１

１
１
１
１

（
五
）
戦
争
史

元
迩
記

蒙
古
襲
来
繪
詞

元
潅
記
略

非
村
千
春
父
子
（
同
第
四
十
二
集
）
伊
販
尾
四
耶

埋
れ
衣
ろ
勤
王
の
武
將
秀
迄
（
同
轆
四
十
六
柴
）
・
武
谷
水
城

締
方
春
朔
（
同
輔
四
十
六
集
〕
伊
東
足
四
郎

春
華
白
磁
の
名
工
高
陳
五
郎
七
（
同
堀
四
十
四
菜
）
春
山
青
次
郎

癖
妹
恥
釧
癖
松
下
政
美
概
餓
（
同
酎
抽
計
煙
ｌ
）
大
熊
没
次
郎

大
腿
言
近
と
野
村
望
東
尼
と
の
剛
係
（
同
第
四
十
五
集
〕春
山
青
次
郎

挑
衆
石
丸
春
牛
の
小
傅
（
同
第
四
十
五
集
）
森
政
太
郎

女
儒
満
場
乱
（
同
第
四
十
六
集
）
伊
東
足
四
郎

筑
前
勤
王
蕪
の
首
領
加
藤
司
井
（
同
第
四
十
六
兆
〕
加
藤
司
祥
顯
彰
命

河
村
増
血
（
同
第
四
十
七
集
）
伊
東
足
四
郎

麹
井
南
冥
と
原
古
塵
案
（
同
戟
四
十
八
集
〕
山
田
新
一
郎

仰
多
の
名
工
海
原
五
郎
七
（
同
第
五
十
集
）
春
山
青
次
郎

原
益
軒
先
生
の
京
都
遊
梁
（
同
錨
筑
遡
同

貝
原
金
軒
の
柿
公
論
と
湊
川
の
碑
（
同
酔
栖
計
蛎
、
）
同

貝
原
徒
軒
の
勤
王
思
想
（
輕
哩
趣
型
継
二
號
）
藤
井
甚
太
耶

只
脱
締
軒
と
竹
川
春
悲
（
同
第
二
十
五
巻
一
號
）
伊
東
尾
四
郎

４

９

Ｇ

勺

咀

川

ｌ

４

ｌ

ｌ

ｌ

“

品

川

Ａ

画

Ｆ

Ｄ

理

同

削

り

１

‐

１

副

叫

１

１

１

巴

’

Ⅲ

刊

Ⅱ

Ⅱ

１

‐

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

附

僻
説

一

一

五

▲
里

津
田
元
賀

久
保
田
米
齋

大
橋
訓
庵

､



Ｊ
１
Ｉ

I

I

郷
土
史
料
目
録

元
遥
史
砿
の
新
研
究

参
考
蒙
古
入
窟
記
津
田
元
批

元
冠
謹
帳
揚
地
文
雄

元
遥
幾
鑑
鈴
木
弧

島
原
陣
人
欺
備
江
藤
正
漣

九
州
軍
記
草
場
玄
厚
廟

秋
Ⅱ
無
川
上
市
太
郎

高
橘
紹
運
岩
陸
城
史
談
江
島
茂
逸

岩
谷
記
・

岩
谷
軍
記

朧
屋
完
節
誌
笠
間
盆
三

改
正
原
田
諦
兒
玉
琢

（
雑
誌
）

鮮
糸
出
水
遡
と
穴
内
閲
（
筑
紫
史
談
第
二
集
）
，
藤
‐
井
雀
太
郎

筑
前
志
賀
脇
と
朝
鮮
迎
日
瀞
（
同
第
二
、
三
集
）
武
谷
水
城

委
奴
脳
考
（
同
第
二
’
五
集
〕
中
島
利
一
郎

北
九
州
の
古
代
史
（
同
第
十
七
集
’
第
二
十
二
集
〕
岡
泰
雄

明
治
元
年
長
崎
奉
行
の
退
去
と
筑
前
藩
（
同
第
二
十
七
集
）
藤
井
甚
太
郎

北
九
州
に
於
け
る
一
名
族
（
同
第
三
十
三
集
）
前
田
正
好

筑
前
藩
に
於
け
る
開
鎖
論
（
同
第
三
十
集
‐
三
十
二
集
）藤
井
蓬
太
郎

一
一
｛
〈

上
代
筑
紫
の
民
族
父
化
（
同
第
四
十
八
ｌ
‐
五
十
集
）
橋
蔽
武
生

元
適
職
役
に
於
け
る
日
元
叩
軍
の
素
武
（
同
第
二
集
）

竹
内
榮
喜

佛
敦
史
上
よ
り
見
れ
る
元
遥
（
同
第
二
集
）
石
川
成
章

蒙
古
來
港
の
梗
概
及
共
敦
訓
（
同
第
六
集
〕
竹
内
榮
喜

樫
田
の
塗
と
禰
岡
藩
（
同
第
五
、
六
集
）
藤
井
挫
太
邸

黒
田
家
長
崎
警
備
拝
命
の
事
瞭
（
同
第
十
六
集
）
同

蜷
打
戦
場
の
所
在
に
就
て
（
同
第
二
十
一
集
）
飯
烏
茂

刀
伊
來
憲
始
末
考
（
同
節
一
卉
壷
蝦
）
武
谷
水
城

元
遥
新
史
（
同
鈍
三
十
七
集
〕
同

祁
岡
縣
殉
死
巻
の
泄
賊
（
同
錐
四
十
二
集
〕
脇
田
寅
次
郎

祁
岡
縣
民
椛
史
論
（
緬
岡
縣
人
第
六
餐
三
、
四
，
九
號
）藤
井
甚
太
耶

禰
岡
掘
世
史
論
（
同
第
六
巻
九
號
、
第
七
繧
二
、
三
號
）司

祁
岡
市
の
二
間
題
（
同
）
竹
田
秋
枇

千
二
百
年
前
の
大
宰
価
観
梅
妥
（
同
五
程
第
三
號
〕
巾
胸
利
一
郎

×

我
郷
土
の
史
鉦
と
僻
説
井
元
政
太
郎

傳
説
の
九
州
竹
田
秋
椣

博
多
物
語
同

北
九
州
に
於
け
る
口
碑
及
傳
説
（
筑
紫
史
談
弟
恥
一
計
蝿
）

－

Ｉ



１
１

Ｑ
○
脚
舐
佛
寺
其
他
宗
敏
關
係

怡
土
郡
三
雲
村
佐
毎
滞
石
肺
批
繰
起

怡
土
郡
高
祁
繰
起

八
幡
億
崎
宮
志
（
筑
紫
緬
定
氏
減
）

筥
崎
宮
誌

粕
屋
郡
山
川
付
齊
営
縁
起

郷
土
史
料
目
録

八
幡
宮
本
紀

筥
崎
宮
線
起

函
崎
要
記
（
恥
蝉
誰
蝿
錨
筆
幟
痙
辮
稚
掘
潅
砲

志
睡
郡
志
腰
縣
馬
場
宮
大
赴
縁
起
（
筑
前
お
家
人
物
誌
）稻
富
希
慶

志
醗
郡
波
多
江
村
稻
荷
祁
本
緑
同

志
朧
郡
十
六
天
祁
本
線
．
同

姫
島
大
川
林
維
起
．
（
椎
腫
）
竹
田
定
冥

前
田
正
好

猟
史
亭
随
飛
（
所
謂
濡
衣
塚
傅
説
に
就
て
）
（
擁
州
撫
秘
三
號
）

中
脇
利
一
郎

吉
塚
地
蔵
の
由
来
（
銅
七
巻
第
九
、
十
一
舵
）
星
野
胤
弘

､翌
且清俊

原脈
陀

好佛
古耶應

貝
原
好
古

貝
原
錠
軒
後
朧

（
大
蔵
諏
位
力
）

貝
原
好
古

府１

"p凸凸 ター澤一

ﾝr忌万急 夛示

催像壊
郡宮三
沖孵壮
津氾繰
鵬 起
御一.並
?lf川附
略 錐

太
宰
府
天
滿
営
故
焚
二
巻
貞
享
元
年

天
滿
宮
拓
冗
記

香
椎
宮
記

香
椎
営
誌
（
稲
本
）
一
冊

香
椎
営
編
年
記
一
冊

香
椎
営
記
蛎
一
巻
元
雄
三
年

脊
椎
剛
宮
記
一
冊

呑
椎
宮
考

大
分
八
幡
宮
縁
起
同

（
粕
屋
郡
）
太
祁
祁
趾
縁
起
同

太
祀
山
延
年
寺
石
泉
寺
祁
蛎
佛
像
繩
巻
再
興
記
（
石
井
混
氏
職
）

漬
貞
元

亜
修
筑
前
州
太
祀
山
石
泉
寺
泗
替
盤
像
並
堂
宇
記
元
職
十
七
年

明
光
寺
戯
相

伊
野
大
祁
宮
泄
記
貝
原
往
軒

伊
野
齊
宮
繰
起
司

肌

■

５

７

Ｆ

■

１

１

１

１

１

一
程
戎
永
元
年

一

凸一

七

貝青貝 貝
原
益

長青貝 稻
村
正
幽

原柳原 ､穂柳原
エJ

極金和極盆

軒信軒 脚
一
Ｉ
ま 誠信軒

I



宗
像
大
祁
三
肚
集
説
峰
癖
檸
率
雷
雌
蒋

胸
肩
壮
記

宗
像
事
跡
考

宗
像
瑠
祠
院
祭
田
記
貝
原
益
軒

色
定
法
師
海
維
成
績
表
誰
記
山
崎
藤
四
郎

宗
像
牡
記
延
佳
本

遠
投
郡
山
鹿
村
狩
野
大
明
祁
繰
起
（
森
政
太
郎
激
）
貝
原
樂
軒

迩
役
高
倉
祁
壯
継
起
貝
原
呼
古

逹
役
郡
香
月
村
杉
守
繰
起
香
月
牛
山

岡
港
祁
辻
維
起
一
催
原
貝
益
軒

岡
港
三
牡
緤
起
二
繕
同

那
珂
郡
比
悪
山
王
椛
現
縁
起

筑
前
岡
博
多
櫛
田
壮
繰
起

櫛
田
祁
祗
繰
越
祇
出
羽
守

筑
前
櫛
田
祗
鑑
一
冊
同

住
吉
宮
維
起
，
一
経
貝
原
金
軒

那
珂
郡
一
本
木
平
尾
稻
荷
縁
起
加
藤
虞
山

鞍
手
郡
磯
光
天
祁
繰
起

鞍
手
郡
下
村
山
王
絲
起

鞍
手
郡
杣
木
村
御
山
祠
天
滿
宮
総
起

鞍
手
郡
山
口
村
今
宮
殿
杜
記

郷
土
史
料
目
録

′へ

春
庵
延ノ

加竹貝貝

藤田原原

膜定好盆

山直軒軒
〆

虞
鞍
手
郡
龍
徳
村
光
明
寺
記

上
座
郡
鼓
村
大
行
事
社
繰
起
加
藤
虞
山

宮
汕
椛
大
明
祁
繰
起
二

門
司
關
裳
川
寺
と
門
司
版
華
雌
經
永
井
環

（
幽
削
な
れ
ど
も
参
考
に
入
之
）

西
刷
三
十
三
ケ
所
順
禰
雛
験
詔
原
田
濱

大
説
山
明
光
繩
寺
総
起
大
熊
没
次
郎

宮
の
陣
祁
趾
縁
起
渡
遥
村
男

城
井
祁
牡
の
記
湯
合
基
守

納
屋
郡
宇
美
祁
祗
御
昇
格
噸
並
南
諦
番

筑
前
式
外
名
社

筑
前
圃
警
間
祁
祗
祭
祁
辨
武
谷
水
城

警
刷
祁
肚
参
考
非
類
集

筑
前
圃
祁
名
帳
一
冊

祁
祗
紀
州
貝
原
往
軒

和
爾
雅
貝
原
好
古

＊

（
雑
誰
〕

塑
臣
徳
川
二
代
と
東
西
本
願
寺
と
の
關
係
が
雨
筑
に
及
せ
る

影
響
（
筑
紫
史
談
第
一
集
）
石
川
成
章

宮
本
玉
乘
祁
社
祭
榊
考
（
同
第
十
六
集
）
三
堂
右
信

一

一

八

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ｂ
Ｆ
ｌ
ｌ
Ｉ

同



’

（
七
）
純
濟
財
政

筑
前
土
産
志
喪
永
六
年

祁
岡
藩
典
政
紀
間

筑
前
租
税
老
・

筑
前
海
床
老

博
多
織
物
史

仰
多
織
物
史

筑
蝿
炭
鍬
誌

石
炭
砿
業
論
菜

（
参
老
）

症
軒
先
生
典
宰
臣
神
（
往
軒
桑
集
）

肥
後
物
謡

等
Ⅲ
十
紫

郷
土
史
料
目
録

筑
前
と
切
支
丹
（
同
第
二
十
四
集
）
中
島
利
一
耶

天
智
天
皇
と
筑
紫
観
世
音
寺
（
同
第
二
十
集
）
武
谷
水
城

筑
前
圃
響
固
祁
社
祭
祁
辨
同
（
第
二
十
七
集
）
同

九
州
に
於
け
る
雲
舟
（
同
第
三
十
弓
三
十
四
集
）
井
上
剛
涯

禰
岡
縣
の
淋
佛
分
離
史
料
（
同
就
三
淌
八
集
）
伊
東
足
四
耶

郡
司
の
好
悪
と
筥
崎
宮
塔
院
領
西
岡
虎
之
助

渡
店
天
川
琴
（
同
第
唖
什
一
一
一
蝦
）
、
井
上
則
涯

上
古
の
逝
影
小
鳥
の
榊
（
同
第
四
十
七
集
）
武
谷
水
城

１
１
１
１
－

弛
井
南
冥

（
輌
赫
軸
潅

土
井
正
就

海
斐
廿
．
微

緬
足
吻
大
郷

春
山
青
次
郎

高
野
江
基
太
郎

同 貝
原
益
軒

鳥
井
市
太
夫

貝
原
益
軒’

（
八
）
考
古
的
研
究

・
金
印
排
、
天
明
岡
年

金
印
識
心
天
明
剛
年

柳
脚
古
器
略
考

怡
土
郡
三
雲
村
所
堀
出
古
器
個
考

同
洲
井
脈
村
所
堀
出
古
錘
側
考

志
蹴
郡
樗
噸
寺
蔵
呉
越
王
端
老

後
瀧
金
印
孝

下
問
雑
載
安
倍
龍

×

〔
雑
誌
）

博
多
津
沿
革
に
剛
す
る
私
兄
（
歴
史
地
理
第
二
七
巻
第
五
號
〕

γ
中
山
平
次
郎

雁
永
の
博
多
津
に
棚
す
る
史
料
（
同
）
・
藤
井
甚
太
郎

北
九
州
鍛
業
現
代
史
（
筑
紫
史
談
第
十
七
集
）
石
川
成
章

上
古
の
鑛
業
と
北
九
州
地
方
（
歴
史
地
理
第
九
巻
）
高
崎
勝
丈

九
州
鋤
典
史
（
筑
紫
史
談
第
十
集
）
脇
山
三
彌

筑
前
の
地
割
制
度
（
歴
史
地
理
第
四
八
巻
第
三
號
）
伊
東
尼
四
郎

秋
月
熱
の
米
銭
差
捨
（
同
第
一
〈
號
）
同

祁
川
藩
薄
事
叢
話
（
筑
紫
史
談
連
載
〕
・
同

祁
岡
藩
の
船
手
（
同
第
四
十
五
集
）
，
同

．
１
口
Ⅵ

－
１
１
が
凸
己
引
■
■
且
ａ
凸
Ｊ
‐
Ｕ
ｊ
Ｉ
ｊ
‐
ｌ
い
＆
匂
。
同
１
１
８
●
１
０

一

一

九

同同同同苛竹抽

柳田ジlユ

種定南

信良兵

」
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I

郷
土
史
料
目
録

三
器
略
考
同

官
家
考
同

宗
慨
宮
記
．
同

八
幡
宮
錬
銘
窟
興
肱
（
明
勝
年
間
作
）
筑
紫
頼
定
編

禰
岡
縣
史
砿
名
勝
天
然
紀
念
物
訓
盃
報
告
非
稲
岡
縣
胴

筑
前
宗
像
祁
旧
品
石
純
並
色
定
法
師
一
韮
一
切
雑
記

＊

（
雑
誌
）

（
考
古
界
第
一
港
）
江
藤
正
溌

筥
崎
宮
勅
将
敵
國
降
伏
考
識
（
同
第
三
榧
）
同

派
岡
城
建
築
記
（
同
第
三
巻
）
同

九
州
北
部
に
於
け
る
先
史
腺
史
雨
時
代
中
川
の
迩
物
に
就
い
て

（
考
古
染
雑
誌
七
．
八
巻
〕
中
山
平
次
郎

筑
前
筑
紫
郡
雑
餉
隈
騨
附
近
の
竪
穴
（
同
七
巻
）
同

筑
前
岡
糸
島
郡
今
津
の
貝
塚
（
同
六
巻
〕
同

九
州
に
於
け
る
彌
生
土
器
と
貝
塚
土
器
（
同
八
巻
〕
同

崎
形
的
小
葉
悲
有
イ
｝
ろ
疎
瓦
常
逹
華
丈
（
同
上
へ
総
〕
同

口
兀
を
右
せ
る
一
種
の
白
磁
（
同
六
巻
）
同

禰
川
附
近
よ
り
拾
僻
し
れ
る
象
嵌
陶
片
（
同
六
懇
〕
同

筑
前
票
穂
郡
白
雄
山
誌
の
高
取
焼
窯
地
（
同
北
纒
）
同

筑
前
閏
犬
鳴
谷
に
於
け
る
高
野
五
郎
七
の
製
陶
灰
肚

（
同
考
古
學
雑
誌
五
巻
）
同

一
二
○

大
宰
府
戒
司
の
泄
物
（
同
五
、
六
桧
〕
同

綿
側
平
岡
家
珍
蔵
の
古
州
鼓
〔
同
六
巻
）
・
同

柳
多
聖
職
寺
の
朝
鮮
錨
（
同
七
巻
）
・
同

狐
世
音
寺
の
梵
鐘
〆
同
七
巻
）
同

筑
前
内
の
朝
鮮
趣
と
其
権
造
品
〔
同
竹
潅
〕
同

九
州
帝
側
大
畢
醤
科
大
罐
椛
内
出
土
の
鰐
口
（
同
六
巻
）同

．
太
宰
府
祁
祗
所
職
の
雲
版
（
同
お
巻
」
司

爽
拝
山
下
の
正
平
の
詩
塔
（
同
第
七
巻
〕
同

筑
前
脚
接
見
の
土
馬
（
同
第
Ⅲ
巻
）
同

三
Ⅱ
月
山
城
趾
と
韮
建
城
趾
（
同
第
四
審
〕
同

三
野
城
北
と
推
定
す
・
へ
・
き
一
通
趾
（
同
節
四
巻
）
同

三
野
城
乢
推
定
に
開
し
谷
井
學
士
の
示
教
に
答
ふ
（
同
第
四
巻
〕

同

三
野
城
耽
等
に
就
て
藤
井
學
士
の
示
教
に
答
ふ
（
同
鋪
五
巻
）

同

九
州
北
遥
に
於
け
る
文
化
年
間
の
峰
火
垂

附
、
頁
卿
年
川
設
椛
審
剛
所
所
在
（
同
第
五
巻
〕
同

蕃
の
一
宇
悲
打
せ
る
古
工
峠
〔
同
第
五
桧
）
同
‐

古
式
類
雑
老
〔
同
第
六
、
七
巻
）
同

博
多
町
制
側
杖
（
同
五
巻
〕
同

漢
委
奴
剛
王
印
の
出
所
は
奴
圃
王
の
敢
墓
に
非
る
・
へ
し
（
同
六
巻
）



同

漠
委
奴
側
王
即
の
出
所
は
古
城
に
非
ざ
ろ
べ
き
を
主
張

す
（
同
第
六
巻
）
同

漢
委
奴
間
王
印
出
所
状
態
よ
り
見
れ
る
漢
魏
時
代
の
倭

問
の
勅
岬
に
就
て
（
同
第
五
罐
）
．
同

漢
委
奴
脚
王
印
に
閲
す
わ
一
三
の
丈
燕
（
同
瀧
五
罐
〕
同

瀧
委
奴
閥
王
印
の
出
所
に
就
て
笠
井
新
也
君
に
答
ふ
（
同
第
六
巻
〕

同

瀧
委
奴
側
王
印
の
出
土
状
態
研
究
資
料
の
撰
揮
に
就
て
（
同
第
六
榧
）

同

金
印
畭
録
（
同
第
六
巻
〕
同

観
世
音
寺
の
古
印
（
同
第
六
潅
〕
同

九
州
鍛
古
の
佛
瞭
發
凡
（
考
古
學
雑
誌
第
五
繼
）
木
下
談
太
郎

稗
、
誇
趣
卿
共
誰

糸
脇
史
談
命
誰
菰
集

祁
岡
附
近
膵
於
け
る
板
碑
と
五
輪
塔
と
の
湖
係

（
考
古
艇
雑
誌
第
七
経
〕
池
上
年

都
府
戦
地
の
研
究
（
同
第
八
巻
〕
同

縣
内
外
の
貝
塚
、
古
城
の
發
州
（
上
代
窯
跡
の
發
見
一
束
）

（
筑
紫
史
談
第
十
集
）
．
商
川
・
幻
六

三
称
胆
澁
の
古
壊
決
定
（
同
第
十
四
菜
）
高
川
戯
賜

九
州
北
部
の
紺
生
式
土
器
遺
跡
と
支
那
古
鏡
鑑
に
枕
き
て

郷
土
史
料
目
嬢

I

（
同
第
十
『
へ
集
）
中
山
平
次
郎

画
分
寺
建
立
と
筑
前
閣
分
寺
吐
附
圃
分
寺
式
奄
趾

（
同
第
二
十
六
集
）
武
谷
水
城

勾
玉
、
管
玉
考
附
領
玖
川
本
に
て
發
見
の
角
製
符
玉

（
同
第
二
十
七
集
）
中
山
平
次
郎

貝
塚
に
就
い
て
（
同
錐
一
集
）
高
川
餓
馬

祁
岡
縣
下
に
於
け
る
貝
塚
（
同
第
二
集
）
同

祁
岡
縣
下
に
於
け
る
銅
鉾
・
銅
劔
及
び
其
の
鋳
型
に
就
き
て

（
同
第
二
集
）
森
弘

祠
岡
縣
下
金
石
銘
丈
の
栞
目
録
稲
本
（
同
第
三
集
）
同

銅
劔
、
銅
鍔
鉾
同
型
の
栞
（
同
第
四
集
）
同

祁
岡
縣
内
金
石
女
黄
料
（
同
第
四
集
）
中
島
利
一
邸

金
石
丈
除
話
（
同
第
四
集
〕
北
挫
野
史

銅
鉾
、
鋼
劔
餘
滴
（
同
第
六
集
）
森
弘

（
附
）
・

肥
前
側
分
備
寺
及
同
尼
寺
姉
に
就
て
（
同
第
二
十
八
集
〕川
口
敏
夫

筑
後
地
方
に
於
け
る
古
埴
〔
上
×
同
第
三
十
集
）
脇
田
寅
次
郎

石
人
の
新
例
に
就
て
（
同
第
川
十
九
集
）
森
本
六
彌

日
拝
塚
〔
同
第
州
十
七
難
）
脇
田
寅
次
郡

九
州
の
禰
器
時
代
及
び
共
泄
跡
分
柿
（
同
第
四
十
七
集
）橋
詰
武
生

１

曲

１

‐

制

Ｐ

‐

Ｉ

‐

ｑ

引

引

１

１

，

・

ｆ

Ｊ

１

‐

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

４

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

一
一
一
一



’

郷
土
史
料
目
録

九
州
と
ア
イ
ヌ
と
の
関
係
（
同
第
四
十
四
集
）
中
脇
利
一
郎

四
王
寺
の
來
歴
と
迩
物
の
發
見
（
同
錐
四
十
一
集
）
脇
田
斑
次
郎

維
杉
，
立
万
、
板
碑
に
つ
い
て
（
同
第
三
十
九
、
岡
十
集
）
中
脇
利
一
耶

丸
隈
山
の
古
城
韮
概
説
し
て
同
時
代
前
後
に
於
け
る
本
縣
内

の
主
な
ろ
古
城
に
及
ぶ
（
同
鈍
三
十
八
集
）
脇
田
笈
次
郎

詞
遠
焚
川
流
域
に
於
け
る
古
城
の
概
湖
（
同
第
三
十
八
集
）前
・
田
正
好

・
十
三
塚
（
同
第
三
十
八
集
〕
脇
田
寅
次
郎

筑
前
岡
鞍
手
郡
下
坑
村
弧
賓
祠
畔
建
武
の
板
碑
（
同
錐
三
十
四
集
）

水
田
勤

最
近
筑
前
飯
機
山
頂
出
土
の
純
式
と
繩
塚
に
就
て
（
同
鋪
三
十
三
集
〕

Ｓ

Ｔ

筑
前
鞍
手
郡
遍
孵
院
殿
の
城
墓
及
総
お
塚
（
同
第
三
十
二
集
）

石
塚
稲
彦

以
上
此
虚
に
列
緊
し
れ
も
の
は
手
近
に
あ
つ
れ
も
の
を
取
り
あ
へ
ず

禍
げ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
印
刷
後
熟
附
い
た
も
の
も
可
成
り

あ
る
け
れ
ど
も
何
れ
も
次
號
に
於
て
袖
ふ
こ
と
に
し
れ
。
叉
大
方
の
御

激
示
の
勢
か
賜
ら
ん
こ
と
走
お
噸
ひ
す
る
。
此
の
稲
悲
な
す
に
つ
里
Ｌ

祁
岡
縣
京
岡
非
徹
司
番
岸
田
信
敏
氏
筥
崎
宮
脇
託
筑
紫
籾
定
氏
は
色
々

御
教
示
下
さ
つ
れ
。
誌
上
乍
ら
深
謝
す
る
次
舘
で
あ
る
。

１
１
で

tq I

4声．；
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山河奈
上
、
ゴ
ノ

内健

細猛隆次


